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　「校長が変われば、学校が変わる」――校長のリーダーシップが学校の教
育活動に及ぼす影響の大きさを物語るフレーズである。校長の在任期間は
1 校に 5 年程度と言われている。それぞれの学校には固有の伝統や校風があ
り、校長が変わることですべてが一新されるわけではないが、校長の学校経
営方針や日々の言動によって学校の雰囲気や教員の意識が変わり、教育活動
のあり方に影響を与え、引いては子どもたちが変容していくことは、学校教
育に関わる誰もが実感しているところであろう。
　他方で、「学校」という公的なシステムが校長（＝リーダー）の属人的な
影響力によって左右されることは望ましいことばかりではない。「コミュニ
ティ・スクール（学校運営協議会制度）」が誕生した背景には、教職員が異
動しても変わらない「よさ」を保持する学校を地域住民の参画によって創っ
ていくことへの期待があった *1。どのような活動においても熱意ある優れ
た個人の存在は強みとして作用する。だが、個人に過度に依存すると、活動
の継続性や組織の安定性において弱みとなりかねない。また、順風満帆にス
タートしても、担い手の交代時期にはピンチに陥ることも少なくない。本稿
は、品川区立小学校を例に「校長の交代」という転機に学校にどんな変化が
生じるのか、学校の「よさ」はどのように受け継がれていくのかを、とりわ
け、「地域社会とともにある学校づくり」という観点から、校長へのインタ
ビュー*2 をもとに考えていこうとするものである（なお、注目すべき発言に
は井上が傍点をつけた）。
　以下、まず、校長の異動時にどんな「引き継ぎ」が行われるかについて、
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外部からは見えにくい学校の内情の一部を明らかし、次に、前任校長らに
よって築かれてきた学校の「よさ」を新任校長が新たな視点で「価値づけ」
ながら継承・発展させていくさまをみていく。続いて、品川区版の「コミュ
ニティ・スクール」*3 において、重要な役割を担っている「校区教育協働委員
会」*4 での「熟議」の様子や全国に先駆けて実施された同区の「学校選択制」
の現状を追いながら、学校の「よさ」が地域コミュニティにおいて受け継が
れていくためには、何が重要であるのかを考えて行くことにしたい。

１　校長から校長へのバトンの受け渡し

１－１　異動の内示
（井上）よろしくお願いします。公立学校の先生は公務員ですから、「異動」

はつきものですが、校長として 1 つの学校にどのくらいの期間、勤務する
のでしょうか。

（青木）一般的には 4～5 年ではないかと思います。私は、品川区の第四日野
小学校で 4 年間、京陽小学校で 5 年間、校長を務めました。第二延山小学
校は、校長として 3 校目です。

（井上）異動はいつ頃、知らされるものなのでしょう。年度末までは、現在、
勤務している学校の校長ですから、別の学校に移ることがわかると、複雑
な心境でいらしたと思います。そのあたりから、お話いただけますか。

（青木）内示があったのは 3 月 8 日でした。同じ品川地区で仕事をしてきま
したが、第二延山小学校は「優秀な子どもたちがいる」「（学校選択制の中
にあって）人気がある」と言われている学校というイメージがありました。
前任の滝渕校長は、膨大な「学校通信」や「校長通信」を発行して、詳細
に情報発信をされていたことも知っていましたので、自分が校長となって
十分に責任が果たせるのだろうかと、不安が高まったことを記憶していま
す。それで、異動の内示があっても、「第二延山小学校に関する情報は入
れない、収集しない」と心に決めました。その理由は 3 つ、ありました。

　　まず、3 月 31 日までは現任校の校長だからです。新年度のさまざまな
計画を整え、31 日の夕方に他校へ異動する教職員に労いと励ましの声を
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かけて見送って、ようやく年度の完了です。そこまで全力を注いで全うし
なければならない、という気持ちが強くありました。2 つめは、どの学校
の校長も熱い思いで、すばらしい取り組みをしているのですが、そのこと
を知り過ぎると、「同じようにしなければならない。さらに発展させなけ
ればならない。」というプレッシャーに押し潰されそうな怖さがあったか
らです。そして 3 つめは、先入観をもたずに飛び込むことで、曇りのない
目で学校の状況を見たり、ありのままの雰囲気を感じたりすることができ
る、と考えたからです。そうやってキャッチしたことをもとに学校経営を
していけばなんとかなる、という見通しもありました。どの学校も、3 月

4 4 4 4 4 4 4

までに来年度の教育活動の計画は整えているはずですから、校長が変わっ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ても学校は動きます
4 4 4 4 4 4 4 4 4

。敢えて「情報」を入れず、4 月 1 日に身一つで飛び
込もうと腹を括りました。

１－２　３月中の地域回り
（井上）3 月 31 日まで「現任校の校長」として責任を持ち、翌 4 月 1 日から

「新任校の校長」として先頭に立たなくてはならない、というのはなかな
かハードですね。校長同士の「引き継ぎ」のようなものはあったのでしょ
うか。

（青木）はい。2 回、しています。1 回目は 3 月 22 日（月）の夕方から。この
時は、第二延山小の校長室で１時間半ほど、学校の状況について引き継ぎ
をしていただきました。具体的には、その時のメモによれば、①教育課程
上の特色や課題、②地域と連携した教育活動、③コミュニティ・スクール
としての状況、④児童や保護者に関する情報、⑤校内組織や職員に関する
情報、などでした。2 回目は 3 月 27 日（土）の午後。地域の主な方々、つ
まり、町会長、校区教育協働委員会の新旧の委員、その他、地域活動の中
心となられている方々のご自宅を回って、玄関先で挨拶をいたしました。
PTA の会長や地域担当役員の皆さんも一緒でした。

（井上）3 月のうちに、4 月から勤務する学校の校区を「新校長」として、現
校長や PTA 会長さんらと挨拶をして回るのですか。それは初耳です。こう
した「引き継ぎ」は、教育委員会から指示されたわけではないですよね。
この学校が地域との関係性を大事にしていることの表れとも言えますが、
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負担には感じませんでしたか。
（青木）3 月の週末に、休みを返上して地域を回ることは、品川区だけでな

く、私がこれまでに主幹教諭や管理職として勤務した世田谷区でも大田区
でも、コミュニティ・スクールが話題になる前から、多くの学校で慣例的
に行われています。長らくそのようにしてきたためか、負担と思うことは
なくなっています。学校は、地域のイベントにおいてはもとより、災害時
にあっても、つまり良きにつけ悪しきにつけ、地域の拠り所であり、地域
あっての学校なのだ、と私は考えています。ある学校に勤務するというこ

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

とは、その地域に飛び込むということ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

です。地域への挨拶回りは、必ずし
も学校の最重要課題とは言えないでしょうが、そうしたことを丁寧にして
おくことは、学校を円滑に経営していくためにはとても大切なことです。

（井上）なるほど。地域関係者と良好な関係を築いておくことは、校長とし
て大事なのですね。地域の方々も、今度の校長はどんな人かと興味津々な
のでしょうね。

（青木）3 月の内々のご挨拶ですから、そのときは、皆さん、粛々と受け入れ
てくださいます。地域の方々との関わりでドキッとさせられるのは、校長
として発行する「学校だより」を思いがけない人から、「読んだよ」と言わ
れることです。「学校だより」は、町会の回覧版と共に、時に何百という
単位で配布されますので、当然と言えば当然なのですが、そのように声を
掛けられると、校長としての自分が書いたこと・考えていることが多くの
方に注目されていることに気づかされます。

１－３　「重要な情報」の引き継ぎ
（井上）「引き継ぎ」の話に戻ります。校長だけが胸に納めていたことやこれ

はどうしても引き継いでおかなくてはならないということがあると思うの
ですが、差し障りがない範囲で教えていただけますでしょうか。

（青木）最も時間を割いたのは教員の情報を引き継ぐことでした。先にお話
した「情報は入れない」と矛盾するようですが、ここは別です。どんな組
織もそうだと思いますが、いわゆる指導力が高い教員もいれば、そうでは
ない教員もいます。また、能力は高くても、協働が苦手な教員もいます。
スタッフは限られていますので、それぞれに私なりにアクセスして意欲を
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高め、組織として最大限の力を発揮できるようにしなくてはなりません。
それが校長の最も大切な仕事であると思っています。4 月 1 日に顔を合わ
せる前に、必要な情報はしっかりと受け継ぎ、その上でできるだけ真っさ
らな気持ちで各教員に向き合い、適切なアクセスや支援に繋げたいと考え
ました。

　　それから、配慮を要する児童や保護者に関する情報を得ることも重要で
した。特に、支援が必要なケースについては綿密に引き継ぎを行いまし
た。コロナの影響もあり、保護者の生活基盤が十分でなかったり、家庭内
の緊張が高まってしまって外部機関と連携していたり、今後、連携が必要
になるであろうと思われるケースが複数ありました。校長が変わっても、
外部の専門機関と円滑に連携できるようにしておくことは、子どもの健や
かな成長を支えるためにとても重要です。

　　こうした「人に関する情報」の後に、「教育課程や教育活動」の引き継ぎ
を行いました。第二延山小学校の教育活動を特徴づけるものとして「校内
研究」と「学年団」による学年運営や「縦割り班活動」があること、そし
て、それらを核にすることで教員が育ち、学級や学年が安定し、児童が落
ち着いて学校生活を送る、そのような仕組みやサイクルについて、滝渕校
長から改めて説明を受けました。それから、「新年度からの変更事項」につ
いても引き継ぎました。具体的には、通知表の発行を年 3 回から 2 回に
すること、週時程のモジュールの一部を変更すること、下校時刻を早める
こと、の 3 点です。実は、私自身も前任校の校長として「新年度からの変
更事項」を決めて、3 月の保護者会で説明をしたところでした。学校で長
年行ってきたことを変えたり、新しいことを導入したりするのは大きなエ
ネルギーが必要ですが、そうした変革のタイミングとしては「校長が変わ
るとき」が最適かもしれません。というのも、関係者が変更事項に馴染む
までには時間がかかるので、いろいろな意見が寄せられることがあります
が、新しい校長としては「前任の校長がすでに決めたことですから」と応
対できるからです。

（井上）なるほど、改革を押し進める時に、「前任の校長がすでに決めたこと
ですから」と説明するのは、何というか、確かに便利な理由づけですね。

　　さきほど、「異動する教員を最後まで見届ける」のは校長の務めと仰っ
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ていましたが、「校長としての最終日」はどんな 1 日になるのでしょうか。
子どもたちは春休みでも、職員は出勤していますよね。どんな言葉を交わ
されましたか。

（青木）3 月 31 日は年度の変わり目で、いろいろとごった返していますが、
すべての職員と言葉を交わす 1 日です。学校職員は教員だけではありま
せん。事務職員、栄養士、給食調理や学校用務委託の委託職員、それに、

「すまいるスクール（校内にある児童が放課後を過ごす場）」の非常勤の
職員まで含めれば、中規模校で 40 人くらいになります。一人ひとりに労
いとお世話になったお礼、そして、これから期待していることを具体的に
伝えることを心がけました。「新年度は○年の担任だから、○○先生自身
がお山の大将になったつもりで毎日、子どもと遊んでね」とか、「○○先
生と○○先生を頼みます。支えてあげてください」とか、さまざまです。

「よい」学校は、教職員の力で実現されていくものです。校長の一番の仕
事は、教職員の心に火を点けることではないかと思ったりします。

２　4 月 1 日から新校長として

２－１　学校の第一印象
（井上）さて、4月 1日に第二延山小学校の校長に着任されましたが、学校の

第一印象はどのようなものでしたか。入学式や保護者会などが続き、校長
として話をされる場面が目白押しだったと思いますが、青木先生は、どの
ような視点で、この学校の校風や伝統、あるいは、教育活動の特徴を捉え
ようとされたのでしょうか。そうしたことについて、お話をうかがってい
きたいと思います。

（青木）4 月 1 日の朝に教職員と初めて出会いましたが、とにかく人数が多い
というのが第一印象でした。その日は、ペーパー1 枚（校長通信「笑門来
福」第 1 号）を用いて、2 つのことを伝えています。それは、「全体を見る
ことと個を見ること」「理念と具体」「デジタルとアナログ」など “ 両方 ”
を大切にすることと、“子ども言葉”で思考してほしいということです。こ
れは、前任校や前々任校でも伝え続けてきたことでした。
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　　第二延山小に飛び込んでみて改めて感じたことは、様々なシステムが細
部に至るまできっちりと確立されていることとその複雑さでした。3 月の
滝渕前校長からの引き継ぎで多少わかったつもりでしたが、想像をはる
かに超えたシステムで、完全に理解するには相当の時間がかかると感じ
ました。始業式や入学式まで 3 日しかなく、新しい校長として、児童や保
護者に伝えるべきことを固めなければなりません。その時に拠り所にした

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

のは、私がこれまで大切にしてきた、「強く、優しく」という言葉でした
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

。
引き継ぎの日に目にした第二延山小の「学校要覧」、そして、この校長室
の額にも掲げられている「自学共生」という教育理念の、「自学」は「強
く」に、「共生」は「優しく」に置き換えることができると考えました。自

4

分が大事にしてきた「強く、優しく」で、第二延山小の教育活動やシステ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ムを読み解けるはず、という確信
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

のようなものがありました。これをキー
ワードにすれば、学校のありように自分らしさを溶け込ませていけるので
はないか、と気持ちが少し落ち着いたことを思い出します。

２－２　「価値づけ」の視点が異なる
（井上）昨年度に引き続き、今年度も、コロナ禍での教育活動ということで、

さまざまなご苦労がおありだと拝察いたします。前任の滝渕校長は、感染
拡大防止の観点から、全校朝会や授業をネットで公開したり、運動会など
の学校行事のやり方を工夫したりしていました。今年度も、昨年度の経験
を活かして、さらに改善されていると思いますが、その点についてはいか
がでしょう。

（青木）学校行事は、基本的には、前年度のうちに計画されたやり方で実施
しています。例えば、昨年度、体育の行事は「運動会」から「スポーツ
フェス」に変更されました。今年度も、コロナの状況が思わしくありませ
んでしたので、応援合戦での児童の並び方や声の出し方などに多少の手直
しはあったものの、感染防止対策の観点からほぼ昨年度と同様の実施方
法をとりました。各学年 45 分× 2 単位の扱いで、開会式と閉会式も学年
ごとに実施し、保護者も学年ごとに総入替制‥‥どれも昨年度通りです。
1・2・3 年生の競技や演目に 6 年が運営役として参加するのは、「縦割り班
活動」を教育活動の核に据えている本校ならではの特徴ですが、これも昨
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年度と同様です。ただ、スポーツフェスそれ自体が全く同じであったかと
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

問われれば、そうではない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

とお答えします。それは、スポーツフェスへの
「価値づけ」の視点が私と前任の滝渕校長とはおそらく違うから
 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

です。
（井上）青木校長と滝渕校長とで「価値づけ」の視点が違うというのは、例え

ば、どのようなところにおいてなのでしょうか。
（青木）そうですね。スポーツフェスで私の心を捉えたのは、放送担当をし

ていた 5 年生児童の「紅組の皆さん、最後まであきらめないでください！
会場の皆さん、紅組に大きな声援をお願いします」というアナウンスでし
た。「障害物リレー」で紅白の差が大きく開き、一方の組がすでにゴール
した後で、周回遅れでゴールを目指すもう一方の組の走者に、放送担当の
児童が必死に言葉を探し、「最後まであきらめないでください！」と叫ぶ
ようにアナウンスしていました。普段の様子から、決して器用なタイプで
はないその児童が、台本もない中で、適確に状況を表現していたという事
実に私は感動しました。放送席周辺にいた教職員や観覧中の保護者から

「すごい！ナイスなアナウンス！」と称賛の声があがったことも、うれし
い驚きでした。

　　4 年生の閉会式での出来事も忘れられません。それは、式次第の「校長
の話」のところで、司会を担当した児童が「校長先生、元気なお話を

4 4 4 4 4 4

お願
いします」と私に促したことです。これには会場の保護者からもどよめき
が起こりました。リハーサルの時は「次は校長先生のお話です」と言って
いたのですが、スポーツフェスの盛り上がった雰囲気の中で「高揚してい
る気持ち」がストレートに飛び出してきました。「元気なお話を

4 4 4 4 4 4

」と促さ
れたことはこれまでに経験がなく、私は子どもの力に圧倒されました

（井上）なるほど、青木先生は、子どもたちから自然と出てくる言葉のなか
に、教育の成果や児童の成長を読み取ろうとされているのですね。

（青木）はい。今、お話したエピソードで共通しているのは「自分の言葉で
表現すること」でしたが、子どもたちがこのような言葉を発することがで
きたのは、決して偶然ではないと思います。本校では、日頃から「友だち
同士で説明し合う」（「他者と話しながら理解を確かにする・深める」学習
活動）ことを積み重ねており、その力がスポーツフェスという晴舞台で発
揮されたと捉えています。滝渕前校長が残してくれたスポーツフェスに対
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して、私がもっとも「よさ」を感じたこと、つまり、本校の教育活動とし
て「価値づけたかったこと」の一つが以上のようなことであり、学年ごと
の閉会式での「校長の話」で児童や保護者に伝えました。翌日の全校朝会
でも、「一生懸命はつながる」という言葉を用いながら、一人ひとりが毎
日の学習や行事に向けてがんばると、それがつながってさらに力が発揮で
きる、ということを子どもたちに語りかけました。

２－３　子どもの「よさ」を育むしくみ
（井上）第二延山小の校長に着任して感じた児童の「よさ」についてお話を

いただきましたが、そうした「よさ」を育んでいる環境と言うか、ベース
になっているものがあると思うのですが、先生方を見ていて何かお気づき
になった点はありますか。

（青木）そうですね。こうした方がいいのではないか、こうしてみたらもっと
よくなるのではないか、と職員室で議論している姿をよく見かけます。教
員同士の授業研究や様々な相談はどの学校でも行われていますが、本校で
は「学年団」の仕組みが定着していて、常に4～5人でディスカッションを
するのが当たり前になっていることが大きいと思います。2 人で話をして
いたらすぐに煮詰まってしまうようなことでも、4～5 人で意見を出し合
えば、さまざまな展開が期待できます。

　　また、学年団で「教科担当制」を実施していることも、教員同士の連携
を深めながら、子どもを多面的に見ることにつながっています。他のクラ
スの子どもを見る。学年全体で子どもを見る。自分のクラスに閉じこもら
ないで、子どもたちの様子を語り合うことは、指導力を高めるよい機会に
なっています。さらに本校では、「教えて考えさせる授業」*5 という特色あ
る授業プランを中心として校内研究に取り組んでいます。共通の授業プラ
ンをベースにすることで、授業改善のための共通の言語が生まれ、教員同
士の会話の密度が濃くなっていると感じています。

　　ただ、このような仕組みや仕掛けにはデメリットもあります。教科担当
制を継続していることで、初任以来、ある教科を 1 度も教えることなく、
他区に異動してしまったり、校内研究で特定の授業スタイルしか経験して
いない状態が長く続いてしまうことなどです。あるものの「よさ」や価値

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
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は他のものを知ってこそ認識できる
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

わけですから、本校で長らく続いてき
たシステムであっても、必要に応じて改善していかねばならないと思って
います。例えば、先に述べた「学年団」のおかけで、学年内での意見交換
は密になりましたが、その反面、学年を超えてのコミュニケーションが十
分ではないと感じることもありました。そこで、6 月から毎週月曜日の職
員打ち合わせを「学年主任会」に変更しました。学年を超えた情報交換の
場ができたことで、今年度導入された一人一台のタブレット PC の利活用
やコロナ不安で自宅学習を希望する児童への対応などについて、他の学年
ではどのような状況なのかを知ることができ、教員たちも、「学年」だけ
でなく、「全体」を知ることの大切さを改めて認識したと思います。

（井上）そのままにしておいては、どんなものでも、マンネリ化や形骸化が
進んでしまいます。歴代の校長や教職員が作り上げてきた「よさ」であっ
ても、その「よさ」を持続可能なものとするためには、勇気をもって変え
ていかなくてはらならない、ということなのですね。

３　品川版コミュニティ・スクール

３－１　校区教育協働委員会
（井上）次ぎに、「学校と地域との関わり」というテーマに移ります。先ほ

ど、着任前の 3 月に校区への挨拶回りをしたというお話をうかがいました
が、品川区立学校には「校区教育協働委員会」が設置され、「学校ととも
にある学校づくり」が期待されています。4 月から本校でこの委員会を経
験されて、どのような感想をお持ちですか。

（青木）異動してしばらくは緊張の連続でした。3 月末の地域回りに始まり、
4 月 1 日に新年度を迎えて教職員、児童、そして保護者と対面し、息つく
暇もなく校区教育協働委員会の皆さまとの顔合わせがありました。ですの
で、4 月 15 日の校区教育協働委員会を乗り切って、ようやく、「無酸素状
態で走る状態」を脱したという心地がしたことを覚えています。

（井上）経験豊かな校長であっても、勤務校が変わると、さまざまご苦労が
おありなのですね。校区教育協働委員会について、前任校となにか異なる
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点はありますか。
（青木）特に何かが前任校と異なっているということはありません。どの委

員さんも、学校に対して強い思いをお持ちの方々ですから、顔合わせを無
事に済ませることができて、ホッとしたのだと思います。

（井上）それで、ひと息ついた後、青木先生はこの委員会でどのようなこと
をされようとしたのですか。

（青木）そうですね。まず、委員の皆さんの「学校に寄せる思い」をお聞きす
るようにしました。第二延山小学校に長く関わっている方々です。お一人
お一人の「学校に寄せる思い」をお聞きすることで、第二延山小のどこに

「よさ」を感じているのか、教職員に何を期待しているか、などを知る手
がかりになると考えました。

（井上）委員さんの話のなかで、青木先生の心に残ったのはどんなことで
しょうか。また、それをどのように教育活動に活かしていこうとされてい
るのでしょうか。

（青木）印象的だったのは、元保護者のある委員さんが「子どもの在学中、
クラスが荒れた状態になってしまった。どうにかしなくてはとの思いで学
校に協力を申し出て、先生方と本音で話し合った」、「子どもが友だち関
係に悩み、当時の校長を責めたりもしたが、そのときに親身に相談に乗っ
てもらい、自分も成長できたと感じた」などのエピソードを率直に語って
くださったことです。学校に対してネガティブな思いを抱いた経験がある
方々が長きにわたって学校を支援し、校区教育協働委員さえ引き受けてく
ださっている。そのことに驚きましたし、そうした方々を前校長が委員に
選んでいることも認識することができました。それ以降、校区教育協働委
員会で話し合われた内容は、必ず、教職員に伝えるために「校長通信（笑
門福来）」で発信しています（資料２を参照）。この学校を預かる私たち
は、「地域の方々のさまざまな思いが積み重なって、現在のこの学校があ
る」ということを忘れてはいけないと考えたからです。

３－２　「熟議」のねらいと成果
（井上）青木校長は、校区教育協働委員会で「熟議」*6 の手法を取り入れてい

らっしゃいますよね。そのあたりについても、お話をいただけますか。
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（青木）かつての外部評価委員会 *7 もそうでしたが、保護者や地域住民がメ
ンバーとなるこの種の会議は、学校が情報を提供し、それについて形式的
な議論をして終わりというかたちになりがちでした。新しい学習指導要領
では、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標」を共
有する「社会に開かれた教育課程」という考え方が打ち出されています。
言葉にすると壮大に感じられますが、少しずつ「熟議」を積み重ねていけ
ば、そうした理想に近づいていけるかなと考えています。目標を共有する
ためには関係者が本音で話すことが不可欠ですから、具体的なテーマに即
して、ざっくばらんに意見交換ができるような雰囲気づくりを心がけてい
ます。

（井上）今年度の委員会では、2 回、「熟議」をしましたよね。
（青木）はい。第2回（6月4日）に「ギガスクール構想」と「タブレットの使

い方」について、第5回（12月2日）は「二延スタンダード」について、熟
議をしていただきました。

（井上）「タブレットの使い方」もタイムリーな話題ですが、より本校らしい
テーマと言えば、「二延スタンダード」ですね。「二延スタンダード」がど
のようなものか、簡単にご説明いただけますか。

（青木）「二延スタンダード」は、児童の学習規律や生活習慣の定着を図るた
めに、十数年前に当時の校長を中心として作成され、それ以降何度か改訂
を重ねながら本校の生活指導の基盤を成してきたものです。校長に着任
してから、教育計画等の文書や児童への指導場面で「二延スタンダード」
という言葉を何度も目にし、耳にしていましたが、分野によっては「微に
入り細に入り」的な記述になっていること、スタンダードを守ることそれ
自体が目的になっていないかという懸念があること、さらには、社会情勢
の変化のなかで、そうしたスタンダードが必要な理由が曖昧になっている
ものがあること、などが気になっていました。そんな折、「冬場の体育の
服装」について保護者から要望が寄せられたこともあり、委員の皆さんに

「二延スタンダード」についての率直なご意見をお聞きしたいと考えまし
た。

（井上）私も「二延スタンダード」を見せていただきましたが、かなりの頁数
ですし、相当に細かい内容までしっかりと決められていますね。
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（青木）ええ、この学校の児童が守るべき「学習や生活についてのきまり」が
A5 版 20 頁の冊子にびっしりとまとめられています。例えば、5 頁の「学
習スタンダードⅡ」は「授業中の学習に向かう姿勢」についてで、「声のも
のさし」など場に応じた行動を自ら考えていくための指標がわかりやすく
示されています（資料 1-1、1-2）。

資料 1-1  「二延スタンダード」（表紙）　  資料 1-2  「二延スタンダード」（5 頁）　　

　13 頁はさきほどお話した「服装についての細かな記述」のある部分です。
現役の保護者、元の保護者である委員の方々からは、学校生活のさまざまな
場面でこのスタンダードが役に立った経験とともに、「情報が氾濫し、価値
観が多様化する今だからこそ、拠り所となるスタンダードがあることはと
てもよいことだ」という意見が出されました。他方で、「“ きまりをただ守る
子 ” よりも、“ きまりの意味を考えられる子 ” を育てることが大事なのでは
ないか」や「“ 三角食べ（!?）” を始めとする給食のきまりや文房具、体育時
の服装に関する細かな指定は、社会状況に即して適宜、見直すべきではない
か」という提案がありました（資料 1-3、1-4）。

 

資料 1-1 「二延スタンダード」(表紙)  資料 1-2 「二延スタンダード」(5 頁) 
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資料 1-3 「二延スタンダード」（13 頁）　  資料 1-4 「二延スタンダード」（17 頁）

　　校長に着任して 10 か月足らずで、「二延スタンダード」の意味や価値を
はかりかねていた私にとって、このスタンダードに長く関わってきた委員
の皆さんや本校の中核教員と充実したディスカッションをできたことは
とても貴重な時間となりました。熟議の終盤で、「『二延スタンダード』は
校則とは異なるものだ。『あるべき姿』を示すことで、たとえ、その通り
にはできなくても、そこを目指したり、自分で考えるための拠り所にした
りするもの、と考えていけばよいのではないだろうか」という共通理解に
至ったことで、今後の「二延スタンダード」の方向性が定まったと感じて
います（資料 2）。新年度に向けて見直しを始めましたが、特に冬季の体
育着については早急に改訂することにいたしました。

（井上）そうした熟議の経験を踏まえて、青木校長は今後、校区教育協働委
員会をどんな場にしていこうと考えていらっしゃいますか。

（青木）まずは率直に、皆さんと相談し合える場としたいと思っています。
ICT 化の急速な進展もそうですが、コロナ禍を経て、学校内外での変化の
スピードがとてつもなく速くなっています。特に、保護者の方々の価値観

 
資料 1-3 「二延スタンダード」(13 頁)  資料 1-4 「二延スタンダード」(17 頁) 
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さないようにする。食事
しょくじ

が終
お

わるまで立
た

ち歩
ある

かない。） 

＜片
かた

づけ＞ 

□ あいさつ…「ごちそうさまでした」    

□ 牛 乳
ぎゅうにゅう

パックはきまりを守
まも

って片付
か た づ

ける。  

□ 配食
はいしょく

の時
とき

とぎゃく方
ほう

向
こう

にならび、給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

が食器
しょっき

の整理
せ い り

をする。 

□ はしやスプーン、フォーク、お盆
ぼん

は最後
さ い ご

に自分
じ ぶ ん

で片
かた

づける。 

□ ランチョンマットをたたんでしまい、机
つくえ

をもどす。 

◎給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

 □ 給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は先
さき

に食器
しょっき

を片
かた

づける。 □ それぞれの食
しょっ

缶
かん

の位置
い ち

につき、みんなの食器
しょっき

を整理
せ い り

する。 □ ワゴンを、はいぜん室前
しつまえ

に返
かえ

しに行
い

く。 

□ はいぜん台
だい

をふく。（下
した

のだんもわすれず） □ 台
だい

ふきをきれいにあらってほす。

（金曜日
きんようび

はワゴンといっしょに返
かえ

す。） □ はいぜん台
だい

にカバーをかけ、片
かた

づける。 
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の多様化はすさまじいです。教職員の視点だけではなく、保護者や地域住
民の視点を交えながら、さまざまな問題を多角的に、また、柔軟に考えて
行くことができるこの委員会は「学校の方向性」を定めていくうえで大き
な基盤となると、改めて感じています。

　　もう一つ、校区教育協働委員会を学校の「よさ」を伝え、育む場として
いきたいと思っています。学校は、一義的には在校する児童やその保護者
にとっての学校ですが、さきほどのエピソードにもあるように、かつて学
校に関わった方々や地域から学校を見守ってきた方々にとっての学校でも
あり、この委員会はそうした方たちの思いや、時代が変化しても、変わら

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4  4 4 4 4 4 4 4 4  4 4 4

ない本校の「よさ」を繋いでいくことができる場なのだ
4 4 4 4 4  4 4  4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

と確信するように
なりました。そうした学校の「よさ」を継承し、さらに発展させる。学校
を経営する者として、そのことを常に意識しながら、この会に臨んでいき
たいと考えています。

資料 2  「校長通信（笑門来福）No.39」   　  資料 3　校区教育協働委員会次第
 
資料 2 「校長通信（笑門来福）No.39」   資料 3 校区教育協働委員会次第 

 

 

 	

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎｏ．39  
令和 3 年 12 月 8 日 
青木 幸代 

＜どんぐり月間＞中の 

ある 6 年生の机上です。 

令和３年１２月２日 
品川区立第二延山小学校 

 
 
 
 

第５回校区教育協働委員会次第 
 
 

１． 校長挨拶 
 

２． 教育長挨拶 
 

３． 委員長挨拶 
 

４． 学校教育活動の現状について（校長） 
 

５． 学校地域コーディネーターより 
 
６． 熟議（二延スタンダードについて） 
 
７． 事務連絡（副校長） 
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４　教育長と校区教育協働委員がテーブルを囲む

４－１　教育長と校長、それぞれの校区教育協働委員会への思い
（井上）ところで、第 5 回の委員会（資料 3）には品川区の中島豊教育長が参

加されました。学校でのこうした会議に教育委員会のトップが出席して、
皆さんと意見交換をするのはめずらしいことですね。どのような経緯で参
加されたのでしょうか。

（青木）教育長が毎年度、全区立学校の校区教育協働委員会に参加すること
は難しいでしょうが、それでもかなりの数の学校を回っていらっしゃる
ことは確かです。前任校でも参加してくださいました。その時は、前任校
が品川区のコミュニティ・スクールとなってまもなくのことで、座席配置
を会議でよくある「□」のかたちではなく、「△」にして臨みました。委
員同士の距離を縮めたいと思ってそうしたのですが、中島教育長は「この
座席の真ん中にコミュニティ・スクールが生まれているのですね」とおっ
しゃってくださったことを覚えています。

　　本校・第 5 回の時もそうでしたが、教育長は会の冒頭でご挨拶をされ
て、その後30分くらい積極的に発言しながら参加し、退席される、という
感じのようです。校区教育協働委員会は、中島教育長が推進する「品川教
育ルネサンス」の中核である「地域とともにある学校づくり」を体現する
ものです。他方で、「そのあり方に正解があるわけではない。各校で “ 焦
らず・あわてず・あきらめず ” のマインドで推進してほしい」とよくおっ
しゃっています。私たち校長としては、教育長が実際に校区教育協働委員
会の場に来ていただいて、何かしら「よい」ところを見つけて、委員の前

 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

で価値づけてくださることに、
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

とても励まされる心地がします。
（井上）そういう経緯があったのですね。一般の教職員や保護者・地域住民

の方は、自治体の教育責任者とテーブルを囲む機会はなかなかないでしょ
うから、委員の皆さんにとっても貴重な経験となりましたよね。

（青木）そうですね。第 5 回の委員会の出席者は全部で 14 名でした。校区教
育協働委員としては、地域住民が 4 名（うち 2 名は元保護者）、連携して
いただいている近隣の大学関係者が 1 名、現役の保護者 2 名（PTA 会長お
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よび副会長）、学校地域コーディネーター1 名、委員長（井上）、そして校
長（青木）の合計 10 名。その他に、委員ではありませんが、学校から副校
長と 3 名の主幹教諭、合わせて 4 名が参加しました。委員の皆さんもそう
かもしれませんが、実は教員にとっても、教育長は遠くの演台や画面越し
でしか見ることができない方です。後で、主幹教諭のひとりに感想を聞い
てみたところ、「式典以外で教育長の話を聴くことは初めてだったけれど、
具体的でわかりやすく、率直な意見をおしゃって、やっぱりすごくオーラ
というか、説得力があった」と言っていました。校長としてもいわば「普
段着の学校経営」を見ていただくわけですから、もちろん緊張はします。
でも今回は、教育長がいらっしゃるからこそ、チャレンジしたいテーマを
取り上げました。それが先ほどお話しした「二延スタンダード」でした。

４－２　地域コミュニティの学校として
（井上）中島教育長は、この日の委員会の前半部分、つまり、校長と学校地

域コーディネーターから「教育活動に関する報告」があり、それについて
のディスカッションが深まっていくあたりまで参加されていましたね。

（青木）ええ、「熟議」の時間にはご退席されるということはわかっていまし
たが、教育長にぜひ、聴いていただきたいと思っていたことを会議次第に
記載したり、前半で話題にしたりして、何かしらの示唆をいただければ、
と考えていました。

（井上）地域コーディネーターから報告された、「本校児童の保護者ではない
けれど、ある方からボランティアとして教育活動に関わりたいとの申し出
があった。どのように対応していくべきか」という話はとても興味深かっ
たですね。

（青木）はい。この方（20 代の女性）は、選挙の投票会場となっていた本校
に来られて、校内には貼られていた「ボランティア募集」の小さな掲示に
目を留めてくださったようです。こうした申し出をいただけることはとて
もありがたいし、うれしいことですが、同時に、これまでに学校とのつな
がりがない方のボランティアは受け入れたことがありませんでしたので、
失礼な言い方に聞こえてしまうかもしれませんが、安心してお任せできる
方であるかどうかを見極められるのか、不安でした。昨今の学校には、安
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全面への対応ということが強く求められていますので。いろいろな意見が
出ましたが、最終的には、学校は在学児童やその保護者だけのものではな

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

い、地域コミュニティの学校であることを大事にしていこう
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

という方向性
に落ち着いていきました。

（井上）私も、ディスカッションに参加していましたが、皆さん、たいへん冷
静に、また、多角的に議論されていましたね。

（青木）ほんとうに。実は、私自身はすでにこの女性にお会いしていて、「こ
の方であれば‥‥」という印象を持っていましたが、皆さまがどのような
お考えを示されるのかが気になっていました。校区教育協働委員会の席上
で、「地域コミュニティの学校として真に学校を開いていくべき」と背中

 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

を押していただけた
4 4 4 4 4 4 4 4 4

ことにとても勇気づけられました。
（井上）中島教育長も、校区教育協働委員会が「コミュニティの学校をどの

ようにつくっていくか」を議論している様子を目の当たりにして、感慨深
いものがあったのではないでしょうか。委員の皆さんからは、「教育ボラ
ンティアに手を上げてくれた方を不審者のように扱うことはできないが、
誰でも学校に無条件に受け入れてよいのか」という難しい問題が提起され
ましたので、その場で、委員長である私から教育長に「教育委員会でこの
問題を議論して、なんらかの基準や方向性を示してほしい」とお願いしま
した。そうしたら、教育長は皆さんの前で、「わかりました。教育委員会
で検討していくことにします」と言ってくださいました。この「やり取り」
はとても重要です。ご承知のように、平成16年の「地方教育行政の組織及
び運営に関する法律」の改正で導入された「学校運営協議会制度（いわゆ
るコミュニティ・スクール）」では、「保護者や地域の住民が一定の権限と
責任を持って学校運営に参画すること」が求められ、学校運営協議会を通
じて、「学校の運営に関して教育委員会又は校長に対し、意見を述べるこ
とができる」と規定されました。品川区の学校は、厳密に言えば、法令に
定められた「コミュニティ・スクール」ではありませんが、「校区教育協働
委員会」は「学校運営協議会」に相当する機能を期待されていると考えて
よいと思います。

（青木）そうですね。私は品川のコミュニティ・スクールしか知らないので
すが、この時の議論を通して、学校が地域コミュニティを広げる“しかけ”

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
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になり得る
4 4 4 4 4

ということを強く意識するようになりました。「地域の学校」
と言うと、「コアな地域住民」が主導する「おらが町の学校」のようなイ
メージがありますが、そうではなく、学校という場に関わる人が増えれば

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

「この地域に属している」という気持ちを持つ人が増え、「地域が豊かにな
 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

る」ことに繋がる
4 4 4 4 4 4 4

のだということを考えるようになりました。

５　学校選択制の現在

５ー１　「選択」されるための努力
（井上）品川区は全国に先駆けて「学校選択制」を取り入れたことで知られ

ますが、現在も「学校選択制」は継続しているのですよね。第二延山小に
は「学校選択制」の影響はなにかありますか。

（青木）第二延山小は、どちらかと言えば、長らく「選択される」側にあった
ので、「学校選択制」の影響はそれほどなかったと思われます。けれども、

「選択されない」状況に転ずることがあれば、様々な対応を迫られること
は確かでしょう。

（井上）青木先生は他校の校長も経験されていますが、そうした経験から
「学校選択制」の現状について、お気づきの点をお話しいただけますか。

（青木）前々任の小学校では「学校選択制」の影響を受けてしまったようで、
児童数が著しく減少していました。私が着任した時は、全校児童数は約
120 名、全学年単学級で、1 年生はわずか 9 名でした。当時の学校関係者

（特に、地域関係者）は、周辺の複数の学校で校舎が改築されてきれいに
なったから、そちらを選んでしまうのだ、と考えていたようでした。そう
した事情も「選択されなかった」理由の 1 つかもしれませんが、私はそれ
だけではなかったと思います。いずれにせよ、一度、児童数が減り始める
と、選択されにくくなり、さらに減少が進みます。あまりに児童数が少な
い環境では、子どもも大人も人間関係が窮屈になるという懸念から、さら
に敬遠されてしまうのかもしれません。

（井上）そうした厳しい状況のなかで、校長としてどんなことを考え、また
実践されていらしたのでしょうか。
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（青木）当時、校長としての私のミッションは、端的に言えば、児童数を増
やすことでした。無我夢中でしたが、今になって振り返れば、3 つのこと
をしようとしていました。1 つめは教育活動の質を高めること、敢えて言
うならば、在校する児童や保護者の満足度を高めることです。小規模であ
る強みを徹底的に生かして、子どもたち一人ひとりを、全教職員で育てる
ことを経営の基本に据えました。2 つめはそんな学校の様子を積極的に発
信することです。「学校だより」などの紙媒体はもちろん、近隣の保育園
や幼稚園に出向いて、保幼小連携の観点からお話をさせていただくことも
しました。3 つめは学校を外部に開くことでした。地域関係者を学習時の
ゲストティーチャーとしてお招きしたり、校庭や図書館を近隣の保育園・
幼稚園や、地域在住の親子に開放したりしました。学校の様子が外部に
伝わるという点では、2 つ目の学校からの情報発信と似ていますが、それ
だけではない「効果」を感じることができました。それは、「地域の人が集
う場所」としての学校の存在感を増すことができた、ということでしょう
か。

（井上）なるほど。学校が「地域の人が集う場所」になれば、自ずと「選択さ
れる学校」になるはずだ、ということですね。

（青木）ええ、保護者が学校を選ぶ理由はさまざまです。自分の子どもは、
小規模な学校で、ゆったりとした時間の流れの中で、小学校生活を送らせ
た方が伸びるだろうと考える保護者も少なくありません。小規模な学校だ
からこそ「選択する」という声もずいぶんと耳にしました。先ほどの取り
組みがどのくらい功を奏したのかはわかりませんが、その学校では私が着
任して 3 年目から児童数が増加傾向に転じ、ある年から 1 年生が 2 学級に
なり、そして数年で、全校 12 学級の規模になりました。

　　私がいた学校に限らず、どの学校でも「選択される学校」であるための
さまざまな創意工夫が行われているはずです。そうした創意工夫の結果と
して、教育活動の質的向上が図られているとすれば、「学校選択制」を導
入した目的は達成されているのではないかと、私は考えています。

５ー２　学校選択制とコミュニティ・スクールは両立するか
（井上）「選択される学校」であり続けるために学校が創意工夫している、と
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いうことがよくわかるお話でした。他方で、保護者が、たとえ自宅から離
れていても、「子どもを通わせたい学校」を選ぶ、ということが起こりま
す。それは、品川区の教育施策である「コミュニティの学校をつくる」と
いうことと相反するような気がしますが、教育現場からみていかがでしょ
うか。

（青木）確かに、「学校選択制」に異を唱える方もいらっしゃいます。例え
ば、近所に住んでいる子どもたちが、地元の公立小学校の前を素通りし
て、別の学校に通う様子を見れば、心穏やかではないかもしれません。で
も、学区外から通ってくる子どももいるはずです。

　　私は、「学校選択制」と「コミュニティの学校をつくる」ということは、
必ずしも相反しないと考えています。その理由は、さきほど前任校での小
規模校としての取り組みをお話しましたが、「選択される学校」を目指し
て教育活動を創意工夫するプロセスで地域のコミュニティとの関わりが深
まりますし、その結果として、学校が地域コミュニティの「核」になって
いくからです。児童数が多いか、少ないかということとは別に、選択して
この学校に通っている児童と保護者が現にいるわけですし、どの学校も、
よりよい教育活動を提供しようと努力しています。そうした努力の過程に
地域の方々が様々に関わってくださることで、結果として、よい子どもた
ちが育てば、学校は地域の誇りになっていくはずです。そのようなよい循
環のなかで、「学校選択制」と「コミュニティの学校づくり」は両立する
と、私は考えています。

（井上）「学校選択制」と「コミュニティの学校づくり」は両立するというお
話でしたが、現在の品川区では、どちらかと言えば、「コミュニティ・ス
クール」の方に力点があるように私には感じられます。最後に、校長の視
点から、今後、どのような学校づくりが重要となるかについて、お聞かせ
いただけますでしょうか。

（青木）「学校選択制」が導入された 2000（平成 12）年度、小学校就学時に
学校選択による希望申請者は約 11％でした。その後 10 年ほどは増加し続
け、2012（平成 24）年度には約 32％に至りましたが、それからは緩やか
な減少に転じ、ここ数年は 25％前後で推移しています。およそ 20 年の時
間をかけて、それぞれの学校がそれぞれの特色や「よさ」を定着させてき
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たのではないでしょうか。今後は、「学校選択制」という制度のもとで各
学校が「選択される」ための努力を続けつつ、これまで培われてきた「よ

4 4 4 4 4 4 4

さ」を継承・発展させるために、「コミュニティ・スクール」という仕掛け
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

を十分に活用していく
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ことが求められているように感じます。
　　また、ここでいう「コミュニティ」とは、必ずしも、そこに生まれ育ち、

長く住んでいるという意味での「閉じられた地域コミュニティ」だけでは
ありません。学校を「選択する」ということは、居住地に関わらず、その
学校の「コミュニティの一員となること」でもあり、考えてみれば、保護

4 4

者や地域住民あるいは教員でなくても、なんらかのかたちで「学校」に関
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

わっていれば、「学校というコミュニティの構成員」であるはずです。そ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

うした意味では、学校は「コミュニティをつくるための装置」なのかもし
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

れません
4 4 4 4

。ここ数年のコロナ禍によって、教育現場は揺れ動きましたし、
「ウィズ・コロナ」「アフター・コロナ」を念頭にさまざまな改革が進めら
れています。これまでの第二延山小学校の「よさ」を引き継ぐとともに、
それをベースにみんなで「熟議」をしながら「新たなよさ」をつくってい
く、そんなコミュニティ・スクールを目指していきたい。そんなことを考
え始めています。

おわりに：コミュニティ・スクールを持続可能なものとするためのヒント

　本稿は、学校の「よさ」がどのように引き継がれていくかを品川区立小学
校を事例として、「校長の異動」と「地域とともにある学校」に焦点を当てな
がら明らかにしようとしたものである。以下、校長へのインタビューからわ
かったことを整理しておこう。
　一般に、4 月 1 日に着任した新校長は、前任校長よりその学校の特色やさ
まざまな仕組みを引き継いで教育活動を展開する。青木校長が「校長が変

4 4 4 4

わっても学校は動きます
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

。……4 月 1 日に身一つで飛び込もうと腹を括りま
した」と語る背景には、前年度の 3 月までに、前任校長によって、新年度の
教育活動計画（「教育課程」他）は整えられていることがある。だが、学校の

「よさ」は、そのままの＜かたち＞で引き継がれているわけではない。インタ
ビューのなかで青木校長は、「自分が大事にしてきた「強く、優しく」で、第

 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
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二延山小の教育活動やシステムを読み解けるはず、という確信
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

のようなもの
がありました」「スポーツフェスそれ自体が全く同じであったかと問われれ

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ば、そうではないとお答えします
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

。それは、スポーツフェスへの「価値づけ
4 4 4 4

」
の視点が私と前任の滝渕校長とはおそらく違う
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

からです」「あるものの「よ
4 4 4 4 4 4

さ」や価値は他のものを知ってこそ認識できる
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

わけですから、本校で長らく
続いてきたシステムであっても、必要に応じて改善していかねばならない
と思います」と語っているが、ここには、学校の「よさ」というものを自分
の視点や感性で捉えて「価値づけ」を行い、それを「言葉」にして教職員・児
童・保護者・地域関係者と共有できたときにくっきりと浮かび上がってくる
ものであるとしていることに注目したい。「よさ」を継承するためには、新
たな視点からの解釈や問い直しが不可欠であり、＜変化＞を恐れてはいけな
い、との認識が示されていることが重要であろう。
　次に、「地域とともにある学校」に関してであるが、青木校長は「ある学

4 4 4

校に勤務するということは、その地域に飛び込むということ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

です」と言い
切っている。こうした地域との関係性を重視する学校経営は、着任前に「新
校長としての地域への挨拶回り」をすることで準備されたと言うよりも、

「学校選択制」のなかで、保護者や地域住民から「選ばれる学校」となるため
の努力を積み重ねてきたことがバックボーンにあるからではないか。学校の

「よさ」の発見や問い直しのために校区教育協働委員会を積極的に活用して
いることは、「選ばれる学校」になるための「よさ」を創造していく、という
文脈に位置づけることができそうである。インタビューでの具体的な発言と
しては、「校長に着任して 10 か月足らずで、「二延スタンダード」の意味や
価値をはかりかねていた私にとって、このスタンダードに長く関わってきた
委員の皆さんや本校の中核教員と充実したディスカッションをできたことは
とても貴重な時間となりました。熟議の終盤で……今後の「二延スタンダー
ド」の方向性が定まったと感じています」「この委員会はそうした方たちの

 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

思いや、時代が変化しても、変わらない本校の「よさ」を繋いでいくことが
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

できる場なのだ
4 4 4 4 4 4 4

と確信するようになりました」「学校は在学児童やその保護
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

者だけのものではない、地域コミュニティの学校であることを大事にしてい
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

こう
4 4

」などに、そうしたスタンスが現れている。
　文科省は、自治体版コミュニティ・スクールを「過渡的なもの」*7 とみなし
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ているが、法令に定められたコミュニティ・スクールであったとしても、そ
の仕組みや活動が硬直化・形骸化してしまっては意味がない。3 でみたよう
に、品川区の校区教育協働委員会は法令に定められた学校運営協議会とは異
なるが、教育長自らが委員会に出席し、委員とテーブルを囲んで「地域とと
もにある学校」への思いを伝え、校長や委員のモチベーションを高めている
ことが確認された。だからこそ校長は、学校で生活指導・学習指導の基盤と
して定着している「二延スタンダード」を「熟議」を通じて、勇気をもって
見直していくことができたのであろう。そうした＜変化や可能性に開かれた
協働のあり方＞に、コミュニティ・スクールを持続可能なものとするヒント
がありそうである。

【付記】
　本研究は、科学研究費補助金（JSPS20K02466）の助成を受けた研究成果
の一部である。



25

注
＊１　本稿では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律にもとづく「コミュニティ・スクール（学校運

営協議会制度）」だけでなく、自治体版の「コミュニティ・スクール」も含めて考えている。

＊２　青木校長へのヒアリングは、令和 3（2021）年度に開催された 6 回の第二延山小学校校区教育協働
委員会（4 月 15 日、6 月 4 日、8 月 26 日、10 月 15 日、12 月 2 日、2 月 18 日）の前後の時間に校
長室で行った。本稿は、そのヒアリングの内容を文章化したのち、井上がメール等で青木校長に適宜、
確認をしながら、再度、全体を整えたものである。なお、井上は第二延山小学校の校区協働教育委員
会委員長（任期：令和 3 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）という立場にある。

 ＊３　品川区教育委員会は、平成 28 年度から平成 30 年度にかけて、全区立小学校・中学校・義務教育学
校（全 46 校）を「品川コミュニティ・スクール」に指定した。この施策は「保護者、地域住民、学識経
験者等が学校運営に参画することで、学校と地域住民が一体となって、継続性を保ちながら、教育活
動の改善や児童・生徒の健全育成に取り組み」「地域全体で学校教育を支援することで、学校の教育活
動の充実を目指すとともに、地域の人材の有効活用や地域の教育力の活性化を図ります」（品川区教育
委員会「品川コミュニティ・スクール～地域とともにある学校づくり～」平成 31 年 3 月）とあるよう
に、国の「コミュニティ・スクール」とほぼ同様のねらいと内容で実施されている。

 ＊４　「品川コミュニティ・スクール」の特色は、学校運営に参画する「校区教育協働委員会」と実際に教
育活動を支援する「学校支援地域本部」の 2 つを設置し、それぞれの組織の運営に関わり、学校と地域
をつなぐ「学校地域コーディネーター」が各校に配置されている点にある。なお、「校区教育協働委員
会」の役割は「学校運営の基本方針を承認する」「教育活動の評価をする」「区費教職員等の活用に関す
る意見を述べることができる」「学校支援活動の企画・調整をする」の 4 つである。

 ＊５　「教えて考えさせる授業」は、認知心理学者の市川伸一氏らが提唱する授業設計の理論であり、1 回
の授業の流れを「教師の説明」「理解確認」「理解深化」「自己評価」の 4 段階の枠組みとらえる点が特
徴である。「教師が教材・教具を工夫してわかりやすく教え、児童・生徒が基本的な知識を共有するこ
とによって」こそ、「有効な協同的問題解決やコミュニケーション活動ができる」と考え、また、「個々
の授業における子どもの困難度を考慮して、教える工夫、考えさせる工夫を入れるという授業づくり」
が重視される。（市川伸一、植阪友理編著『最新　教えて考えさせる授業　小学校　深い学びとメタ認
知を促す授業プラン』2016 年、図書文化社、2 頁）

 ＊６　品川区教育委員会「品川コミュニティ・スクール～地域とともにある学校づくり～」( 平成 31 年 3
月 ) では、「校区教育協働委員会の機能」として①「熟議」、②「協働」、③「マネジメント」の 3 つを挙
げている。ここでの「熟議」とは、「よりよい集団（学校）生活や人間関係を築くために、「協働して取
り組む一連の自主的、実践的な活動」を「話合い」を重ねながら生みだそうというもの」であり、具体
的には、以下のようなポイントを満たしたプロセスを指すとされている。「1. 多くの当事者（保護者、
教員、地域住民等）が集まって、2. 課題について学習し、熟慮・議論することにより、3. 互いの立場や
果たすべき役割への理解が深まるとともに、4. それぞれの役割に応じた解決策が洗練され、5. 個々人
が納得して自分の役割を果たすようになる。」

 ＊７　品川区では、平成 14 年度に「学校自身による自己評価」と「学校関係者よる外部評価」が組み合わ
せた外部評価制度が導入された。その後、区立全校が「品川コミュニティ・スクール」となったのに伴
い、「校区外部評価委員会」は「校区教育協働委員会」に移行している。品川区教育委員会『品川の教
育　寺子屋から義務教育へ』2016 年、ぎょうせい、163-164 頁、171 頁

 ＊８　中央教育審議会「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と
今後の推進方策について（答申）」（2015）において、「法律に基づかない自治体類似の仕組みについ
ても、コミュニティ・スクールへの過渡的な段階（コミュニティ・スクール化）の姿として捉え推進し
ていくことが重要であり、取組の充実・発展を促す中で、最終的にはコミュニティ・スクールとなるこ
とを目指して推進していくことが重要である」（29 頁）と記されている。
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